
平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 件
③
① 件
② 千円
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 身体障害者補装具給付事業

事  業  期　間 開始年度 H18年度

予 算 事 業 名 補装具給付事業 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1005

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

目 5.障がい者福祉費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

1.社会福祉費

協働になじまない

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要
身体障害者（児）に対し、障害を補完するために必要な補装具を購入・修理するための費用を給付することにより、
自立した生活を支援する。

対　   　象 身体障害者（児）で補装具費の給付を希望する者。

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

身体障害者手帳所持者 1,960 1,890

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

補装具費の給付を受けようとする身体障害者（児）に対し、給付の要否を決定し、その公費負担分を支払う

意       図
（成果指標）

補装具費を給付することにより、購入・修理にかかる費用負担を軽減でき、障害を補い、自立した生活を送れる。

25年度 26年度

96.9%
装具費給付の申請件数 100 88 100 92 92.0%

1,920 1,860

成
果
指
標

装具費の給付件数 100 88 100 92 92.0%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費

公費負担額 10,000 7,819 10,000 7,342 73.4%

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

当初予算額
26年度

決算増減率

②委託料

予算現額 決算額 予算現額 決算額

0
⑤その他 10,000,000

3,670,822

③地方債

7,818,245
支出合計（Ａ） 10,000,000 7,818,245 10,000,000 7,341,645 -6.1%

-6.1%10,000,000 7,341,645

財
源
内
訳

①国庫支出金 5,000,000 3,909,122

1,954,562
収入合計 10,000,000 7,818,245

5,000,000

④その他（使用料、雑入等）

-6.1%
②県支出金 2,500,000 1,954,561 2,500,000 1,835,411 -6.1%

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000

10,000,000 7,341,645 -6.1% 0
2,500,000 1,835,412 -6.1%⑤一般財源 2,500,000

0.0%

-5.2%

0

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 11,260,000 9,078,245 11,260,000 8,601,645

人
件
費

1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200

0.0%

②年間所要時間 300 300 300 300 0.0%

申請に対して必要なものは富山県身体障害者更生相談所に判定依頼をし、その結果を踏まえて給付決定をして支払っている

0

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ａ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ａ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状のまま（又は計画どおり）継続実施

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 件
③
① 件
② 千円
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

補助金

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 障がい者住宅改善事業

事  業  期　間 開始年度 平成元年

予 算 事 業 名 障がい者住宅改善事業 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1005

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

目 5.障がい者福祉費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

1.社会福祉費

協働になじまない

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要
在宅の重度障害者が安心安全に日常生活を送り、介護者の負担を軽減するために必要な住宅改善にかかる費用の一部
を助成する。

対　   　象 重度の在宅の障害者で住宅改善の助成を希望する者

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

身体障害者手帳1･2級で、視覚・肢体・内部に障害をもつ者、療育手帳Aの所持者 880 839

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

対象者からの申請に基づき交付決定し、実績報告を受け、支出する。

意       図
（成果指標）

在宅の重度障害者の自立促進、寝たきり防止及び安心して安全に日常生活を送ることができ、その介護者の負担の軽減を図る。

25年度 26年度

92.2%
住宅改善事業の申請件数 7 5 7 1 14.3%

890 821

成
果
指
標

住宅改善事業費の助成金の交付決定件数 7 5 7 1 14.3%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費

住宅改善事業の助成額 4,534 2,638 4,534 480 10.6%

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金 4,534,000

当初予算額

2,637,449 4,534,000 479,640

26年度
決算増減率

②委託料

予算現額 決算額 予算現額 決算額

-81.8%

0
⑤その他

③地方債

支出合計（Ａ） 4,534,000 2,637,449 4,534,000 479,640 -81.8%

財
源
内
訳

①国庫支出金

1,318,725
収入合計 4,534,000 2,637,449

④その他（使用料、雑入等）

②県支出金 2,267,000 1,318,724 2,267,000 239,820 -81.8%

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 420,000 420,000 420,000 84,000

4,534,000 479,640 -81.8% 0
2,267,000 239,820 -81.8%⑤一般財源 2,267,000

-80.0%

-81.6%

0

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 4,954,000 3,057,449 4,954,000 563,640

人
件
費

1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200

0.0%

②年間所要時間 100 100 100 20 -80.0%

申請があったものに対し審査をし助成金を交付を行った。

0

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ａ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ａ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ａ 現行どおり補助することが適当

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状のまま（又は計画どおり）継続実施

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 人
③
① 千円
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 特別障がい者手当等支給事業

事  業  期　間 開始年度 昭和39年度

予 算 事 業 名 特別障がい者手当等支給事業 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1005

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 法定受託事務

目 5.障がい者福祉費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

1.社会福祉費

協働になじまない

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要 常時特別な介護を要する重度の障害のある者（児）に対し、手当を支給することにより、福祉の増進を図る。

対　   　象 常時特別な介護を要する重度の障害のある者（児）で、手当の受給を希望するもの。

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳所持者 2,440 2,350

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

対象者からの申請をうけ、医師の診断書等に基づき国の基準により認定事務を行い、支給決定者に対して手当を受給する。また障害の手帳を更新された方には、再度、制度の説明をする

意       図
（成果指標）

手当の受給により、経済的負担を軽減する。

25年度 26年度

93.6%
特別障害手当等の受給者延数 420 377 420 484 115.2%

2,480 2,321

成
果
指
標

特別障害手当等の受給者延数 8,184 7,317 9,130 9,450 103.5%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

当初予算額
26年度

決算増減率

②委託料

予算現額 決算額 予算現額 決算額

0
⑤その他 8,184,000

7,085,400

③地方債

7,316,190
支出合計（Ａ） 8,184,000 7,316,190 9,637,000 9,499,360 29.8%

29.8%9,637,000 9,499,360

財
源
内
訳

①国庫支出金 6,138,000 5,487,142

1,829,048
収入合計 8,184,000 7,316,190

7,227,750

④その他（使用料、雑入等）

29.1%
②県支出金

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 756,000 756,000 756,000 756,000

9,637,000 9,499,360 29.8% 0
2,409,250 2,413,960 32.0%⑤一般財源 2,046,000

0.0%

27.0%

0

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 8,940,000 8,072,190 10,393,000 10,255,360

人
件
費

1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200

0.0%

②年間所要時間 180 180 180 180 0.0%

申請があれば指定医の診断書にて給付の可否を判定。受給者には５月、８月、１１月、２月の年４回に分けて支給。

0

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ａ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ａ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状のまま（又は計画どおり）継続実施

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
②
③
① 円
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 重度心身障がい者医療助成事業

事  業  期　間 開始年度 昭和49年度

予 算 事 業 名 重度心身障がい者医療助成事業 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1005

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

目 5.障がい者福祉費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

1.社会福祉費

協働になじまない

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要 心身に障害のある方に医療費負担の一部を助成し、福祉の増進を図っている。

対　   　象 ～65歳未満で重度障害　（身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ）のある人（現物支給）
65歳～69歳未満で軽度障害　（身体障害者手帳４～６級、療育手帳Ｂ）のある人（現物支給）

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

対象件数（年度末） 1,220 1,175

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

医療費を「償還払い」または、「現物支給」する。　県補助１／２　災害時要援護者情報を更新する

意       図
（成果指標）

医療費の負担がなくなり、受診しやすくなる。

25年度 26年度

95.1% 1,2201,220 1,160

成
果
指
標

助成額 155,900,000 156,727,026 155,900,000 150,687,252 96.7%

570,000

160,700,000

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 102,000 102,000

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

当初予算額
100,000 100,000 -2.0% 102,000

26年度
決算増減率

②委託料 570,000

予算現額 決算額 予算現額 決算額

504,790 450,120 -10.8%

161,512,000
161,614,000

⑤その他 156,727,026

③地方債

156,727,026
支出合計（Ａ） 157,399,026 157,333,816 156,570,000 151,237,372 -3.9%

-3.9%155,900,000 150,687,252

財
源
内
訳

①国庫支出金 0

59,031,441
収入合計 157,399,026 157,333,816

64,314,000

④その他（使用料、雑入等） 34,400,000 39,157,689 28,500,000 33,848,371 -13.6%

②県支出金 61,145,000 59,144,686 64,095,000 58,977,184 -0.3%

1,300

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 5,460,000 5,460,000 5,460,000 5,460,000

32,800,000

156,570,000 151,237,372 -3.9% 161,614,000
63,975,000 58,411,817 -1.0% 64,500,000⑤一般財源 61,854,026

0.0%

-3.7%

5,460,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 162,859,026 162,793,816 162,030,000 156,697,372

人
件
費

1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200

0.0% 1

②年間所要時間 1,300 1,300 1,300 1,300 0.0%

申請に基づき医療費の助成を行った

167,074,000

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ａ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ａ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状のまま（又は計画どおり）継続実施

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 人
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 障がい者等介護手当支給事業

事  業  期　間 開始年度 昭和48年度

予 算 事 業 名 障がい者等介護手当支給事業 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1005

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

目 5.障がい者福祉費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

1.社会福祉費

協働になじまない

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要 在宅障害者の保護者に対し、介護手当を支給し、その生活の安定と地域（在宅）生活の継続支援を図る。

対　   　象 下記の者を在宅で介護している同居者　①身体障害者手帳１級で常時介護を必要とする者　②療育手帳Ａを持つ者　③精神障害者保健福祉手帳１級を持つ者

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

身障1級・知障A・精障1級の者 630 617

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

対象者に、月額4,000円、または2000円を年2回支給

意       図
（成果指標）

介護にかかる金銭的な負担が減ることにより在宅介護をしやすくする。

25年度 26年度

96.2% 630
助成者 100 95 100 95 95.0% 100

630 606

成
果
指
標

助成者/身障1級・知障A・精障1級の者 15.87% 15.40% 15.87% 15.68% 98.8% 15.87%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

当初予算額
26年度

決算増減率

②委託料

予算現額 決算額 予算現額 決算額

5,280,000
5,280,000

⑤その他 5,520,000

③地方債

4,242,000
支出合計（Ａ） 5,520,000 4,242,000 5,040,000 4,266,000 0.6%

0.6%5,040,000 4,266,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

4,242,000
収入合計 5,520,000 4,242,000

④その他（使用料、雑入等）

②県支出金

100

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 420,000 420,000 420,000 420,000

5,040,000 4,266,000 0.6% 5,280,000
5,040,000 4,266,000 0.6% 5,280,000⑤一般財源 5,520,000

0.0%

0.5%

420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 5,940,000 4,662,000 5,460,000 4,686,000

人
件
費

1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200

0.0% 1

②年間所要時間 100 100 100 100 0.0%

対象者に、月額4,000円、または2000円を９月と３月に年2回支給

5,700,000

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ａ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ａ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状のまま（又は計画どおり）継続実施

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 人
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 障がい者福祉手当支給事業

事  業  期　間 開始年度 昭和44年度

予 算 事 業 名 障がい者福祉手当支給事業 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1005

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

目 5.障がい者福祉費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

1.社会福祉費

協働になじまない

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要 重度障害児、重度障害者に対し、福祉年金を支給し、福祉の増進を図っている。

対　   　象 身体障害者手帳１・２級　療育手帳Ａ　精神障害者保健福祉手帳１級　20歳未満の身体障害者手帳３級
20歳未満で療育手帳Ｂ　　20歳未満で精神障害者保健福祉手帳２・３級　※65歳以上で新規に手帳を取得したものを除く

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

対象者 1,000 902

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

対象者に手当てを支給する。

意       図
（成果指標）

小額ではあるが、対象者の経済的負担を軽減する。

25年度 26年度

88.5% 1,000
受給者 800 687 800 649 81.1% 800

1,000 885

成
果
指
標

受給者/対象者 80.00% 76.16% 80.00% 73.33% 91.7% 80.00%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

当初予算額
26年度

決算増減率

②委託料

予算現額 決算額 予算現額 決算額

8,105,000
8,105,000

⑤その他 8,649,000

③地方債

7,361,120
支出合計（Ａ） 8,649,000 7,361,120 8,651,000 6,899,220 -6.3%

-6.3%8,651,000 6,899,220

財
源
内
訳

①国庫支出金

7,361,120
収入合計 8,649,000 7,361,120

④その他（使用料、雑入等）

②県支出金

100

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 420,000 420,000 420,000 420,000

8,651,000 6,899,220 -6.3% 8,105,000
8,651,000 6,899,220 -6.3% 8,105,000⑤一般財源 8,649,000

0.0%

-5.9%

420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 9,069,000 7,781,120 9,071,000 7,319,220

人
件
費

1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200

0.0% 1

②年間所要時間 100 100 100 100 0.0%

対象者に９月と３月の年2回に分けて支給

8,525,000

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ａ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ａ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状のまま（又は計画どおり）継続実施

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
②
③
① 円
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 心身障がい者扶養共済掛金助成事業

事  業  期　間 開始年度 昭和49年度

予 算 事 業 名 心身障がい者扶養共済掛金助成事業 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1005

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

目 5.障がい者福祉費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

1.社会福祉費

協働になじまない

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要 富山県心身障害者扶養共済制度に加入するもののうち生活困窮者が負担する共済掛金を助成するもの

対　   　象 富山県心身障害者扶養共済制度に加入し掛金の納付を要する者で、当該年度の市県民税を課されている者のいない世帯、又は市県民税所得割を課されている者のいない世帯に属する者

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

助成対象者 1 1

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

共済契約者が当該年度分の共済掛金として納付した額の一部を助成する

意       図
（成果指標）

共済掛金を市が助成することにより生活困窮者でも共済に加入することができ、契約者（保護者）が死亡又は重度障害となったとき、急進一定額の年金を障害者が受け取ることができる

25年度 26年度

100.0% 11 1

成
果
指
標

助成金額 70,000 70,000 190,000 69,600 36.6% 190,000

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 3,000 1,000

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

当初予算額
1,000 1,000 0.0% 1,000

26年度
決算増減率

②委託料

予算現額 決算額 予算現額 決算額

70,000
71,000

⑤その他 190,000

1,000

③地方債

69,600
支出合計（Ａ） 193,000 70,600 191,000 70,600 0.0%

0.0%190,000 69,600

財
源
内
訳

①国庫支出金 3,000 1,000

69,600
収入合計 193,000 70,600

1,000

④その他（使用料、雑入等）

0.0% 1,000
②県支出金

100

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 420,000 420,000 420,000 420,000

191,000 70,600 0.0% 71,000
190,000 69,600 0.0% 70,000⑤一般財源 190,000

0.0%

0.0%

420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 613,000 490,600 611,000 490,600

人
件
費

1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200

0.0% 1

②年間所要時間 100 100 100 100 0.0%

申請者に助成をした。

491,000

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ｃ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ｂ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状維持に努めること。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 人
③ 人
① 人
② 率
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 身体障がい者デイサービス事業

事  業  期　間 開始年度 平成12年度

予 算 事 業 名 地域生活支援事業 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1005

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

目 5.障がい者福祉費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

1.社会福祉費

協働になじまない

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要
障害者の自立と社会参加の促進のため、講習会やレクリエーション等を行なう場を提供し障害者相互の交流を推進し
ている。

対　   　象 介護保険法や障害者総合支援法によるサービスを利用できない障がい者。

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

デイサービスセンター利用延べ人数 850 567

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

支給決定者に機能回復訓練・創作的活動・入浴・給食等のサービスを提供する。

意       図
（成果指標）

障害者が交流センターで開催される講習会やレクリエーションに参加することにより、障害者相互交流の輪を広げ、自立や社会参加を促進し生きがいを高める。

25年度 26年度

48.5% 850
在宅障害児デイケア事業利用延べ人数 30 14 30 0 0.0% 30

850 412

45.0% 20
成
果
指
標

デイサービスセンター利用延べ人数 0 567 1,000 412 41.2%

利用決定者 20 20 20 9

10,127,000

1,000
50.00

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費

デイサービスセンター利用延べ人数/利用決定者 0 28.35 50.00 45.78 91.6%

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

当初予算額
26年度

決算増減率

②委託料 10,140,000

予算現額 決算額 予算現額 決算額

10,140,000 10,127,000 -0.1% 9,400,000

9,400,000
⑤その他

③地方債

支出合計（Ａ） 10,140,000 10,140,000 10,127,000 10,127,000 -0.1%

財
源
内
訳

①国庫支出金

10,140,000
収入合計 10,140,000 10,140,000

④その他（使用料、雑入等）

②県支出金

100

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 420,000 420,000 420,000 420,000

10,127,000 10,127,000 -0.1% 9,400,000
10,127,000 10,127,000 -0.1% 9,400,000⑤一般財源 10,140,000

0.0%

-0.1%

420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 10,560,000 10,560,000 10,547,000 10,547,000

人
件
費

1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200

0.0% 1

②年間所要時間 100 100 100 100 0.0%

平成23年度で指定管理は終了している。施設は魚津市社会福祉協議会に譲渡したが、デイサービス事業は引き続き委託して継続実
施。
支給決定者に機能回復訓練・創作的活動・入浴・給食等のサービスを提供した。

9,820,000

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ａ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ｂ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状のまま（又は計画どおり）継続実施

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 件
③
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 障がい者福祉タクシー事業

事  業  期　間 開始年度 昭和60年度

予 算 事 業 名 障がい者福祉タクシー事業 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1005

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

目 5.障がい者福祉費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

1.社会福祉費

協働になじまない

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要
在宅の重度障害者などに対し、5,000円（4～9月申請分）・2,500円分（10～3月申請分）のタクシー券又はガソリン
券を現物給付している
在宅の中度障害者などに対し、年間1,000円分のバス券を現物給付している

対　   　象 在宅の重度障害者：身障（視覚・下肢・体幹・移動機能）１・２級、療育A、精神１・２級、難病　在宅の中度障害者：身障３級、療育B、精神３級

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

タクシー・ガソリン券交付件数 300 294

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

在宅の重度障害者に対し、タクシー券又はガソリン券を給付する
在宅の中度障害者に対し、バス券を給付する

意       図
（成果指標）

移動に係る経費を節減することで障害者が外出しやすいようにし、社会参加を促進する

25年度 26年度

0.0% 300
バス券交付件数 100 61 100 0.0% 100

300

成
果
指
標

タクシー・ガソリン券利用者率

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 70,000 68,400

バス券利用者率

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

当初予算額
70,000 68,400 0.0% 70,000

26年度
決算増減率

②委託料

予算現額 決算額 予算現額 決算額

1,600,000
1,670,000

⑤その他 1,600,000

③地方債

1,299,140
支出合計（Ａ） 1,670,000 1,367,540 1,670,000 1,363,670 -0.3%

-0.3%1,600,000 1,295,270

財
源
内
訳

①国庫支出金

1,367,540
収入合計 1,600,000 1,367,540

④その他（使用料、雑入等）

②県支出金

100

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 420,000 420,000 420,000 420,000

1,670,000 1,363,670 -0.3% 1,670,000
1,670,000 1,363,670 -0.3% 1,670,000⑤一般財源 1,600,000

0.0%

-0.2%

420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,090,000 1,787,540 2,090,000 1,783,670

人
件
費

1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200

0.0% 1

②年間所要時間 100 100 100 100 0.0%

在宅の重度障害者の希望者に対し、タクシー券又はガソリン券を給付した。
在宅の中度障害者の希望者に対し、バス券を給付した。

2,090,000

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ｂ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ａ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

支給者への平等性を考慮して対象者の拡大等を検討する。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
②
③
① 件
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

補助金

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 障がい者福祉施設整備事業

事  業  期　間 開始年度 昭和５６年度

予 算 事 業 名 2.障がい者福祉施設整備事業 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1005

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

目 5.障がい者福祉費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

1.社会福祉費

協働になじまない

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要 障がい者福祉施設の整備に係る経費の一部を助成することで、施設整備を促進し、サービス基盤の整備を図る。

対　   　象 障がい者福祉施設を整備しようとする社会福祉法人等

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

補助金の交付件数 2 3

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

社会福祉法人等に対し、補助金を交付する。

意       図
（成果指標）

サービス基盤の整備→施設支援が必要な障がい者が支援を受けることができる。

25年度 26年度

100.0% 43 3

成
果
指
標

助成によって整備された施設数 7 7 7 7 100.0% 8

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金 6,007,000

当初予算額

6,006,500 6,007,000 6,005,500

26年度
決算増減率

②委託料

予算現額 決算額 予算現額 決算額

7,006,0000.0%

7,006,000
⑤その他

③地方債

支出合計（Ａ） 6,007,000 6,006,500 6,007,000 6,005,500 0.0%

財
源
内
訳

①国庫支出金

6,006,500
収入合計 6,007,000 6,006,500

④その他（使用料、雑入等）

②県支出金

100

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 420,000 420,000 420,000 420,000

6,007,000 6,005,500 0.0% 7,006,000
6,007,000 6,005,500 0.0% 7,006,000⑤一般財源 6,007,000

0.0%

0.0%

420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 6,427,000 6,426,500 6,427,000 6,425,500

人
件
費

1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200

0.0% 1

②年間所要時間 100 100 100 100 0.0%

社会福祉法人３者に対し、補助金を交付した。

7,426,000

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ａ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ａ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ａ 現行どおり補助することが適当

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状のまま（又は計画どおり）継続実施

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 人
③ 人
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 障害者介護給付費等審査会事業

事  業  期　間 開始年度 平成18年度

予 算 事 業 名 4.審査会関係費 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1005

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

目 5.障がい者福祉費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

1.社会福祉費

協働になじまない

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要 障がい者が障がい福祉サービスを受けるために必要な障害程度区分を決定するため、審査会を開催する。

対　   　象 障がい福祉サービスを受けるために障害程度区分を決定する必要のある方

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

障がい福祉サービスを希望し、審査会の区分判定を受けるべき者の数 60 84

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

審査会を開催し、障害区分を判定する。

意       図
（成果指標）

障害程度区分を決定することにより、障がい福祉サービスを受けることができるようになる。

25年度 26年度

78.6% 70
障がい福祉サービスを希望し、認定調査を受けるべき者の数 60 89 80 60 75.0% 80

70 55

78.6% 70
成
果
指
標

障がい福祉サービスを希望し、審査会の区分判定を受けるべき者の数/審査会により障害程度区分が判定され者の数 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.0%

審査会により障害程度区分が判定された者の数 60 84 70 55

258,000

100.00%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 493,500 493,500

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

当初予算額
499,000 495,760 0.5% 499,000

26年度
決算増減率

②委託料 268,000

予算現額 決算額 予算現額 決算額

171,800 134,600 -21.7%

1,326,000

258,000

2,083,000
⑤その他 1,336,500

762,000

③地方債

976,500
支出合計（Ａ） 2,098,000 1,641,800 2,083,000 1,563,830 -4.7%

-4.4%1,326,000 933,470

財
源
内
訳

①国庫支出金 1,049,000 730,000

911,800
収入合計 2,098,000 1,641,800

520,000
1,041,000

④その他（使用料、雑入等）

4.4% 1,041,000
②県支出金

500

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 1,680,000 1,680,000 2,100,000 2,100,000

2,083,000 762,000 -53.6% 2,083,000
1,042,000 -100.0% 522,000⑤一般財源 1,049,000

25.0%

10.3%

2,100,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 3,778,000 3,321,800 4,183,000 3,663,830

人
件
費

1 1 2 2

③人件費（②×＠ 4,200

100.0% 2

②年間所要時間 400 400 500 500 25.0%

審査会を開催し、障害程度区分を判定する。

4,183,000

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ａ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ａ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

適正な審査会運営に努める。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
②
③
① 千円
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 障がい福祉サービス費等給付事業

事  業  期　間 開始年度 平成18年度

予 算 事 業 名 6.障がい福祉サービス費等給付事業 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1005

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

目 5.障がい者福祉費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

1.社会福祉費

協働になじまない

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要
障がい福祉サービスを希望する障がい者に対し、支給の要否を決定し、支給決定者がサービスを受けた場合、その給
付費を支払うことにより自立した生活を支援する。

対　   　象 障がい福祉サービスを必要とする障がい者

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

障がい福祉サービスの受給件数 4,900 5,630

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

障がい福祉サービスを希望する障がい者に対し、支給の要否を決定し、支給決定者がサービスを受けた場合、その給付費を支払う。

意       図
（成果指標）

必要なサービスを受けることにより、自立した生活を可能とする。

25年度 26年度

99.0% 6,0006,000 5,937

成
果
指
標

障がい福祉サービスの給付費 392,554 444,478 469,920 478,606 1

7,828,000

523,840

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

当初予算額
26年度

決算増減率

②委託料 3,927,000

予算現額 決算額 予算現額 決算額

3,927,000 7,817,250 99.1%

528,482,000
528,482,000

⑤その他 449,005,674

253,050,000

③地方債

448,915,848
支出合計（Ａ） 452,932,674 452,842,848 549,648,000 490,922,075 8.4%

7.6%541,820,000 483,104,825

財
源
内
訳

①国庫支出金 224,377,000 224,490,500

116,192,028
収入合計 452,932,674 452,842,848

130,960,000
253,360,000

④その他（使用料、雑入等）

0 261,920,000
②県支出金 112,188,000 112,160,320 126,680,000 120,464,345 0

2,000

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 6,720,000 6,720,000 8,400,000 8,400,000

549,648,000 490,922,075 8.4% 528,482,000
169,608,000 117,407,730 0 135,602,000⑤一般財源 116,367,674

25.0%

8.7%

8,400,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 459,652,674 459,562,848 558,048,000 499,322,075

人
件
費

3 3 3 3

③人件費（②×＠ 4,200

0.0% 3

②年間所要時間 1,600 1,600 2,000 2,000 25.0%

障がい福祉サービスを希望する障がい者に対し、支給の要否を決定し、その給付費を支払う。

536,882,000

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ａ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ａ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

障害者総合支援法の施行に伴い給付費の増加が見込まれるが、適
正な給付に努める。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 時間
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評
価
結
果

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

コスト効率

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価 不要 　

上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり

１ 高い ２ 普通 ３ 低い

評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

３ あり
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施

自治体関与の妥当性

対象の妥当性 ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない１ 妥当である

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

有  効  性 Ａ

効  率  性 Ａ

妥　当　性 Ａ

１次評価
（課長総括） Ａ

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状のまま（又は計画どおり）継続実施

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

60

1

0.0% 252,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 618,000 532,618631,000

委託料（運営費補助基準額÷登録児童数×魚津市登録児童数）を支払し、当事業を委託する。

663,000

人
件
費

60 60 60

545,075

0.0%

252,000

60

-2.3%

1
収入合計 366,000 293,075 379,000 280,618

②年間所要時間

252,000 252,000 252,000

①事務事業に携わる正規職員数 1

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ）

328,000
411,000

1 0.0% 1

-4.5%284,000 250,488 297,000 239,309
-4.3%

0
④その他（使用料、雑入等） 0 0 0 0 0

0

0
②県支出金 82,000 42,587 82,000 41,309 -3.0% 83,000

0
財
源
内
訳

①国庫支出金 0 0 0

③地方債 0 0 0

⑤一般財源

0
支出合計（Ａ） 366,000 293,075 379,000 280,618 -4.3% 411,000
⑤その他 0 0 0 0
④負担金補助及び交付金 207,900 207,900 213,000 198,000 -4.8%

166,000 82,618 -3.0%
③工事請負費 0 0 0

0
②委託料 158,100

0 0

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 0

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

245,000
0 0

166,000
0

85,175

100.0% 100100成
果
指
標

サービス利用者数/登録者数 100 100 100

800 100.0%800 800 800３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績

活
動
指
標

当該事業利用者登録数 1 1
年間延べ実施時間数

計画 実績 達成率 計画
1 100.0% 1

800
1

市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要
放課後、土曜日及び長期休暇中の障がいのある児童の遊びや生活の場を設け、障がいのある児童及び生徒の主体性や
社会性を育成すると共に保護者の介護の負担の軽減を目的とする。

対　   　象 支援学校又は中学校の支援学校に在籍する児童及び生徒で、本事業の利用を登録した者のうち、魚津市に住民票を有する者。

手       段
（活動指標）

放課後、土曜日及び長期休暇中、指導員（保育士、児童指導員、看護師もしくは養護学校教員等の資格を有する者または障がい
のある児童の指導に知識経験を有すると認められる者）を配置し、学校の空き教室等で障がいのある児童を指導する。

意       図
（成果指標）

障がいのある児童及び生徒及び生徒が安心して遊び、生活する場を設けることにより、障がいのある児童の主体性や
社会性を育成する。

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

開始年度 平成15年度 終了年度

0765-23-1005

27　障がい者の社会参加と自立の促進 目 5.障がい者福祉

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項 1.社会福祉費

当面継続

社会福祉課

予 算 事 業 名 障がい児わくわく子育て支援事業 係　   　名 福祉保護係

担
当
部
署

課       名

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 障がい児わくわく子育て支援事業

総
合
計
画

目  標  名

政  策  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実

事  業  期　間

施  策  名



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 人
③
① ％
② 円
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 障がい児通所支援事業

事  業  期　間 開始年度 平成24年度

予 算 事 業 名 障がい児通所支援事業 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1005

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

目 5.児童発達支援費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

2.児童福祉費

協働になじまない

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要
障がい児通所支援を希望する障がいのある児童の保護者に対し給付の要否を決定し、児童がサービスを受けた場合、
その給付費を支払い、障がいのある児童が地域社会で安心して生活するための支援を行う。

対　   　象 障がい児通所サービスを必要とする児童及びその保護者

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

障がい児通所支援の希望者数 40 41

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

障がい児通所支援を希望する障がいのある児童の保護者に対し給付の要否を決定し、児童がサービスを受けた場合、その給付費を支払う。

意       図
（成果指標）

必要なサービスを受けることにより、障がいのある児童が地域で安心して暮らせる。

25年度 26年度

95.2% 40
障がい児通所支援の受給者数 40 41 42 40 95.2% 40

42 40

成
果
指
標

障がい児通所支援の受給者数／障がい児通所支援の希望者数 100 100 100 100 100.0%

0

100
40,630,000

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 30,000 29,400

障がい児通所給付費 34,572,000 27,522,362 38,238,000 37,165,963 97.2%

25年度

③工事請負費 0
④負担金補助及び交付金 0

0 0

当初予算額
30,000 29,400 0.0% 30,000

0 0 0

26年度
決算増減率

②委託料 0

予算現額 決算額 予算現額 決算額

0 0

0
40,885,000

0
0 0

40,915,000
⑤その他 34,542,000

9,291,490

③地方債 0 0 0 0

27,492,962
支出合計（Ａ） 34,572,000 27,522,362 38,238,000 37,612,135 36.7%

36.7%38,208,000 37,582,735

財
源
内
訳

①国庫支出金 17,205,000 15,170,000

6,085,167
収入合計 34,572,000 27,522,362

10,157,000
18,976,000

0
④その他（使用料、雑入等） 0 0 0 0

-38.8% 20,315,000
②県支出金 8,602,000 6,267,195 9,488,000 18,976,500 202.8%

400

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 1,680,000 1,680,000 1,680,000 1,680,000

0

38,238,000 37,612,135 36.7% 40,915,000
9,774,000 9,344,145 53.6% 10,443,000⑤一般財源 8,765,000

0.0%

34.6%

1,680,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 36,252,000 29,202,362 39,918,000 39,292,135

人
件
費

1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200

0.0% 1

②年間所要時間 400 400 400 400 0.0%

障がい福祉サービスを希望する障がい児に対し、支給の要否を決定し、その給付費を支払う。

42,595,000

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ａ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ａ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状のまま（又は計画どおり）継続実施

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 日
②
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 地域活動支援センター事業

事  業  期　間 開始年度 平成18年度

予 算 事 業 名 地域生活支援事業 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1077

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

目 5.障がい者福祉費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

1.社会福祉費

協働している

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要 精神障がい者が通う拠点を設け、創作的活動又は社会との交流の促進及び障がい者等の地域生活支援の促進を図る。

対　   　象 在宅生活している精神障がいを有する者とその家族

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-３　障がい者自立支援サービスの充実 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

開所日数 350 352

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

医療法人社団信和会障害者社会復帰センターあゆみの郷に委託

意       図
（成果指標）

精神障がいを有する者及びその家族の地域生活を安定させる。

25年度 26年度

100.0% 350350 350

成
果
指
標

利用者延数 2,800 2,828 2,900 2,995 103.3%

12,000,000

3,000

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

当初予算額
26年度

決算増減率

②委託料 12,000,000

予算現額 決算額 予算現額 決算額

12,000,000 12,000,000 0.0% 12,000,000

12,000,000
⑤その他

3,000,000

③地方債

支出合計（Ａ） 12,000,000 12,000,000 12,000,000 12,000,000 0.0%

財
源
内
訳

①国庫支出金 3,000,000 3,000,000

4,000,000
収入合計 12,000,000 12,000,000

1,500,000
3,000,000

④その他（使用料、雑入等） 3,239,000 3,500,000 3,920,000 3,920,455 12.0%

0.0% 3,000,000
②県支出金 1,500,000 1,500,000 1,500,000 1,500,000 0.0%

80

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 336,000 336,000 336,000 336,000

3,826,000

12,000,000 12,000,000 0.0% 12,000,000
3,580,000 3,579,545 -10.5% 3,674,000⑤一般財源 4,261,000

0.0%

0.0%

336,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 12,336,000 12,336,000 12,336,000 12,336,000

人
件
費

1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200

0.0% 1

②年間所要時間 80 80 80 80 0.0%

対象となる方に、積極的に事業を紹介した。
また、センター職員との連携を密にし、随時、報告や相談を受けることで、個々の利用者のニーズに応じた関わりを行った。

12,336,000

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ａ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ａ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状のまま（又は計画どおり）継続実施

評
価
結
果


